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“You must never be fearful of what you are doing when it is right.”
「 正しいことをしている時には、決して恐れてはならない 」

（マリー・キュリー　ノーベル賞受賞科学者）

　本校は、令和４年度から、文部科学省の事業「新時

代に対応した高等学校改革推進事業」の一つである

「創造的教育方法実践プログラム」の研究指定校

に採択され、様々な取組に挑戦しています。取組

２年目の令和５年度は、前年度に構築した環境を生

かして、さまざまな取組を実施しました。

　「創造的教育方法実践プログラム」は、生徒の学習

意欲を高め、生徒の可能性と資質・能力を最大限に

伸長するために、「教科等横断的な学び」の実現によ

る資質・能力の育成の推進、「遠隔・オンライン教

育」を活用した新たな教育方法による学びを実現す

るプログラムの開発をめざしています。これらは次

世代の高度情報化社会である「Society5.0」の時代に

必要とされる学びにつながります。

　さて、近年、人工知能、ビッグデータ、ロボティ

クス等の先端技術が高度化して、あらゆる産業や社

会生活に取り入られたSociety5.0時代が到来し、社

会の在り方そのものがこれまでとは「非連続」と言

えるほど劇的に変わりつつあります。このように急

激に変化する時代の中で、自分の可能性を認識し、

資質・能力を育成するためには、何が必要となるの

でしょうか。そして他者を尊重し、多様な人々と協

働しながら様々な社会の変化を乗り越え、豊かな人

生を切り拓いていくには、どのようにすればよいの

でしょうか。そのためには、まず自らを見つめ直し、

目標を定め、志をもって、挑戦することが求められ

ると思います。高校時代は、最も多感で、人生を左

右するような貴重な時期です。自分の生き方を懸命

に探し求める時期でもあります。本事業では、生徒

たちの高い志によって、様々な関係機関と連携して、

挑戦する機会を多く与えることができました。

　本報告書は、「創造的教育方法実践プログラム」の

２年目の成果として、実践プログラムの取組や成果

と課題についてまとめたものです。本校は、今後、

より質の高い教育を提供するために、創造的なICT

を活用した教育方法の実践や生徒の主体的な学び

を促進する授業改革に取り組んでまいります。また、

社会に求められる人材を育成するために、新しい教

育方法を積極的に取り入れ、多くの関係機関と連携

し、生徒の意欲や資質・能力を伸ばす取組に恐れず

挑戦していきます。

　真理の明るい光りをさがせ、

　まだ見ぬ新たな道をさがせ、

　どの時代にもそれぞれの夢があり、

　昨日の夢想はうち捨てていく。

　さあ、知識のたいまつを掲げ、

　過去の成果に新たな仕事をつみあげて、

　未来の宮殿を築くのだ。

エーブ・キュリー著

　「キュリー夫人伝」より

　最後になりましたが、九州大学田上教授をはじめ

とする運営指導委員の皆様、糸島市副市長をはじめ

とする糸高コンソーシアムの皆様、コーディネーター

の九州大学高島特任教授、文部科学省、福岡県教育

委員会、その他関係教育機関の皆様のご指導とご

支援に心から感謝申し上げまして、実施報告書発刊

の挨拶とさせていただきます。

令和６年３月1日　

福岡県立糸島高等学校　
校長　荒木 礼子
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１．令和５年度創造的教育方法実践プログラム実施計画（要約）
構想名

創：糸島グローカルリーダー
カリキュラム開発のテーマ：①Society5.0に対応する先端的な学び

構想の概要
１）感染症や災害の発生等の非常時においても、学びを止めない学校ネットワークの検証と
　  再構築の検討
２）遠隔同時双方向型プラットフォームを活用した教科等横断型カリキュラムの創造と実践
３）高校教員が国内外の研究者や人材と自由に協働できる連携協力体制の構築

【ICTを活用した授業コンテンツの充実、オンデマンド化と学習成果の評価】 
　本校では、授業コンテンツの制作に意欲的に取り組んできた。その経験を生かし、個人的な取組か
ら、各教科、教科等横断的な取組へと拡充するとともに、コンテンツを整理し、クラウドに蓄積する。
学習コンテンツの充実により、授業コンテンツの視聴、オンライン教材による学習、クラウドへの学
習課題の提出等、多様な学習形態の創出と評価方法の工夫により、十分な学習機会を確保する。 
　また、生徒の習熟度の差が表れやすい数学及び英語に関して、文部科学省CBTシステム（MEXCBT：
メクビット）を用いた学習コンテンツの作成及び活用を通して、個別最適な学習環境を提供する。こ
のことにより主体的に学ぶ態度の育成及び学力伸長の一助とする。 

【教科等横断型カリキュラムの開発と実践】
　総合的な探究の時間「糸高志学」における教科等横断型カリキュラムの実施により、各教科・科目
での見方・考え方を働かせ、「糸高志学」での探究活動において、課題を多面的・多角的に追究・解決
する。次に「糸高志学」での探究活動で身に付けたスキルを各教科・科目における学びに生かす。さら
にその学びで得た見方・考え方を「糸高志学」での探究活動に生かす。この一連の動きをらせん状に
繰り返すことにより、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な
国家及び社会の有為な形成者に必要な資質・能力を総合的に高める。また、糸高プラットフォームを
使用して、外部の人的資源を積極的に活用する。 

【大学等での調査・研究に必要な基礎的資質・能力の開発プログラム】
　調査研究で必至な論理的思考力・論理的表現力の育成を図る「論理コミュニケーション」及び「統計
学（統計分析の基礎知識）」を、総合的な探究の時間｢糸高志学｣の学習過程に組み込み、探究活動を繰り
返すことで、大学等の高等教育機関で調査・研究を実施するための基礎的な資質・能力を身に付ける。

【看護・医療系クラスの教科等横断型カリキュラムの開発】
　令和４年度入学生が、２年次へ進級する際、理系の１つの類型として、「看護・医療系クラス」を新
設する。看護・医療系４年制大学への進学を目指す生徒を対象に教科等横断型学校設定教科「健康」を
設定する。具体的には、人体の構造や医療時事、生命倫理に関する授業、医療現場見学・体験、看護・
医療系従事者による特別授業などを実施する。さらに、遠隔同時双方向型の通信技術（3D カメラ、
VR ゴーグルなど）を用いることにより、新型コロナウイルス感染症の影響で実際に訪問することが
難しい医療現場の様子を立体的に捉えることを目指す。糸高プラットフォームを使用して、積極的に
オンラインでの授業を実施する。これらにより、看護・医療従事者に必要な基礎知識、協働に必要な
コミュニケーション能力を高めることを目的とする。

【高校教員が国内外の研究者等と自由に協働できる連携協力体制の構築】
　全ての教科・科目において糸高プラットフォームを使用して大学の研究者等との協働による高度
な学びができるよう「糸高コンソーシアム」を整備する。教員は「糸高コンソーシアム」を活用し、研究
者等との協働による授業を計画・実施する。授業内容については、発展的な内容や「糸高志学」に関連
する内容を取り扱う。2



１．令和５年度創造的教育方法実践プログラム実施計画（要約）
構想名

創：糸島グローカルリーダー
カリキュラム開発のテーマ：①Society5.0に対応する先端的な学び

構想の概要
１）感染症や災害の発生等の非常時においても、学びを止めない学校ネットワークの検証と
再構築の検討

２）遠隔同時双方向型プラットフォームを活用した教科等横断型カリキュラムの創造と実践
３）高校教員が国内外の研究者や人材と自由に協働できる連携協力体制の構築

【ICTを活用した授業コンテンツの充実、オンデマンド化と学習成果の評価】 
本校では、授業コンテンツの制作に意欲的に取り組んできた。その経験を生かし、個人的な取組か
ら、各教科、教科等横断的な取組へと拡充するとともに、コンテンツを整理し、クラウドに蓄積する。
学習コンテンツの充実により、授業コンテンツの視聴、オンライン教材による学習、クラウドへの学
習課題の提出等、多様な学習形態の創出と評価方法の工夫により、十分な学習機会を確保する。
また、生徒の習熟度の差が表れやすい数学及び英語に関して、文部科学省CBTシステム（MEXCBT：
メクビット）を用いた学習コンテンツの作成及び活用を通して、個別最適な学習環境を提供する。こ
のことにより主体的に学ぶ態度の育成及び学力伸長の一助とする。

【教科等横断型カリキュラムの開発と実践】
総合的な探究の時間「糸高志学」における教科等横断型カリキュラムの実施により、各教科・科目

での見方・考え方を働かせ、「糸高志学」での探究活動において、課題を多面的・多角的に追究・解決
する。次に「糸高志学」での探究活動で身に付けたスキルを各教科・科目における学びに生かす。さら
にその学びで得た見方・考え方を「糸高志学」での探究活動に生かす。この一連の動きをらせん状に
繰り返すことにより、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な
国家及び社会の有為な形成者に必要な資質・能力を総合的に高める。また、糸高プラットフォームを
使用して、外部の人的資源を積極的に活用する。

【大学等での調査・研究に必要な基礎的資質・能力の開発プログラム】
調査研究で必至な論理的思考力・論理的表現力の育成を図る「論理コミュニケーション」及び「統計

学（統計分析の基礎知識）」を、総合的な探究の時間｢糸高志学｣の学習過程に組み込み、探究活動を繰り
返すことで、大学等の高等教育機関で調査・研究を実施するための基礎的な資質・能力を身に付ける。

【看護・医療系クラスの教科等横断型カリキュラムの開発】
令和４年度入学生が、２年次へ進級する際、理系の１つの類型として、「看護・医療系クラス」を新

設する。看護・医療系４年制大学への進学を目指す生徒を対象に教科等横断型学校設定教科「健康」を
設定する。具体的には、人体の構造や医療時事、生命倫理に関する授業、医療現場見学・体験、看護・
医療系従事者による特別授業などを実施する。さらに、遠隔同時双方向型の通信技術（3D カメラ、
VR ゴーグルなど）を用いることにより、新型コロナウイルス感染症の影響で実際に訪問することが
難しい医療現場の様子を立体的に捉えることを目指す。糸高プラットフォームを使用して、積極的に
オンラインでの授業を実施する。これらにより、看護・医療従事者に必要な基礎知識、協働に必要な
コミュニケーション能力を高めることを目的とする。

【高校教員が国内外の研究者等と自由に協働できる連携協力体制の構築】
全ての教科・科目において糸高プラットフォームを使用して大学の研究者等との協働による高度

な学びができるよう「糸高コンソーシアム」を整備する。教員は「糸高コンソーシアム」を活用し、研究
者等との協働による授業を計画・実施する。授業内容については、発展的な内容や「糸高志学」に関連
する内容を取り扱う。

2．令和５年度創造的教育方法実践プログラムの成果と課題
運営指導委員及び糸高コンソーシアムの構成員1 運営指導委員会2

梅 嶋　真 樹

井 上　孝 志

田 上 　 哲

田 村　知 子

岡 本　尚 也

小 林 さ や か

慶応義塾大学（湘南藤沢）
特任准教授

所　属氏　名

慶応義塾大学SFCフォーラム
研究員

九州大学大学院人間環境学研究院・
教育学部門 教授

大阪教育大学 連合教職実践研究科
教授

一般社団法人Glocal Academy
代表理事
東京大学先端科学技術研究センター
客員上級研究員

合同会社icka　代表

（１） 運営指導委員

馬 場 　 貢

吉 村　新 一

馬奈木　雄史

高 島　孝 一

下 村　佳 史

栗 田　輝 久

糸島市副市長

所　属氏　名

糸島市経営戦略部企画秘書課

糸島市経営戦略部情報政策課

九州大学大学院人間環境学研究院・
教育学部門 特任教授
コーディネーター

糸島新聞社 代表取締役

学校医

（２） 糸高コンソーシアムの構成員

（１）第１回　実施日　令和５年６月１４日（水）

◆梅嶋（慶應義塾大学）※オンラインで参加
ソフトウェアサービスは最初に何を触ったかに
よってかなりの影響を受ける。そして、次の３つの
観点で導入の選定をするべきである。
①交流
生徒に何をさせたいのか。ソフトに何を求めるの
か。その「質」について考える。

②教材
色々なアプリを幅広く試すのか、１つのアプリを
徹底して試すのか。データのとり方の方向性と教
材の性質をマッチさせる。

③継続性
2030年の糸島高校でも続けられるものを選択
する。

（２）第２回　実施日　令和６年１月３１日（水）

◆梅嶋（慶應義塾大学）
生徒たちの課題研究が、どの時間軸で考えている
問題なのかを、明確にしなければならない。結局、
何年後の世界の話をしているのかが曖昧だと、いつの
間にか今の問題解決になってしまい、インターネット
での検索結果をまとめたものになってしまう。世界
での研究の進め方は、テンプレート化している。
これにより均一的な評価を行うことができる。

◆田上（九州大学）
　「創造的」とは、生徒が創造的になることである。
その際、教員側が想定していないことが起きる場合
があり、教える側の専門性の高さが求められる。
その時に重要なのは、板書である。板書はLIVEで教
員と生徒をつなぐもの。板書の新しい使い方を考え
る必要がある。

◆田村（大阪教育大学）
　「問い」や「課題」に対し、ICTを活用することは、
多数の意見を集約できるメリットがある。学習成果の
位置付けについて、カリキュラム開発が必要である。
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糸高コンソーシアム会議3
（１）第１回　実施日　令和５年６月１４日（水）

◆馬場（糸島市副市長）
ICTを活用することで、「つながる」ことができる
が、何を得るために、何を求めるためにつながるの
か。つながるということは、多様性を学ぶことであ
り、自分の中の受け皿をしっかり育んでおかないと
いけない。

（２）第２回　実施日　令和６年１月３１日（水）

◆馬場（糸島市副市長）
この事業を通して、生徒はどのような反応をして
いるのか。調査が大切である。

◆高島（九州大学）
ICTの活用や地域との協働学習は、他校のモデル
として発信できる。もっと外部への発信をしていっ
たほうがよい。そして、指導には学年の発達段階を
しっかり踏ませていったほうがよい。

◆下村（糸島新聞社）
糸島という地域は世界に通ずる。糸島という地域
の過密や過疎地域、人口比、そこから発生する諸問
題は、まさに今日本が直面する問題である。糸島は
日本の縮図として、高校生には考えてほしい。

◆馬奈木（糸島市経営戦略部情報政策課）
ICT活用による教師の負担軽減や、授業でICTを
活用することにより社会でどのようなツールが使
われているのかを自然と学ぶことが大事である。

◆井上（慶応義塾大学SFCフォーラム）
論理コミュニケーションにおいて、先生方がどの
程度理解していて、どのように生徒へ声かけしてい
るのかが不透明である。同時双方向型授業であった
としても、現場の監督教員の声かけ一つで、その時間
の教育効果は全く変わったものになる。講師とし
てもっと先生方とコミュニケーションをとりたい。

◆田村（大阪教育大学）※オンラインで参加
どのような学びを実現したいから、同時双方向型
なのか。生徒の何を評価したいのか。これらを明確
にするために、評価方法を工夫する必要がある。

◆岡本（一般社団法人Glocal Academy）
そもそも「総学」と「総探」の違いを教員側が理解
していないのではないか。総探とは、生徒自身の生
き方に直結するものである。研究とは先人の研究内
容に自分の研究を加えることなので、引用文献がな
いのは自由研究と同じである。「開かれた自前主義」
と言っているが、生徒に「問い」を立てさせ、リサー
チクエスチョンを引き出させることで探究活動に
なる。
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糸高コンソーシアム会議3
（１）第１回　実施日　令和５年６月１４日（水）

◆馬場（糸島市副市長）
ICTを活用することで、「つながる」ことができる
が、何を得るために、何を求めるためにつながるの
か。つながるということは、多様性を学ぶことであ
り、自分の中の受け皿をしっかり育んでおかないと
いけない。

（２）第２回　実施日　令和６年１月３１日（水）

◆馬場（糸島市副市長）
この事業を通して、生徒はどのような反応をして
いるのか。調査が大切である。

◆高島（九州大学）
ICTの活用や地域との協働学習は、他校のモデル
として発信できる。もっと外部への発信をしていっ
たほうがよい。そして、指導には学年の発達段階を
しっかり踏ませていったほうがよい。

◆下村（糸島新聞社）
糸島という地域は世界に通ずる。糸島という地域
の過密や過疎地域、人口比、そこから発生する諸問
題は、まさに今日本が直面する問題である。糸島は
日本の縮図として、高校生には考えてほしい。

◆馬奈木（糸島市経営戦略部情報政策課）
ICT活用による教師の負担軽減や、授業でICTを
活用することにより社会でどのようなツールが使
われているのかを自然と学ぶことが大事である。

◆井上（慶応義塾大学SFCフォーラム）
論理コミュニケーションにおいて、先生方がどの
程度理解していて、どのように生徒へ声かけしてい
るのかが不透明である。同時双方向型授業であった
としても、現場の監督教員の声かけ一つで、その時間
の教育効果は全く変わったものになる。講師とし
てもっと先生方とコミュニケーションをとりたい。

◆田村（大阪教育大学）※オンラインで参加
どのような学びを実現したいから、同時双方向型
なのか。生徒の何を評価したいのか。これらを明確
にするために、評価方法を工夫する必要がある。

◆岡本（一般社団法人Glocal Academy）
そもそも「総学」と「総探」の違いを教員側が理解
していないのではないか。総探とは、生徒自身の生
き方に直結するものである。研究とは先人の研究内
容に自分の研究を加えることなので、引用文献がな
いのは自由研究と同じである。「開かれた自前主義」
と言っているが、生徒に「問い」を立てさせ、リサー
チクエスチョンを引き出させることで探究活動に
なる。

〇令和６年１月６日（土）
研究要綱を一般社団法人Glocal Academyへ提出
〇令和６年１月１６日（火）
選考結果通知（９件中２件通過）
〇令和６年１月１７日（水）～２１日（日）
韓国ソジョン高校の来日研修
・糸島高校での共同研究
・大韓民国総領事館への訪問
・九州大学での日韓合同発表会
・学校交流会（観光地案内）

〇令和６年１月３１日（水）
糸高志学中間発表会
〇令和６年２月２１日（水）・２２日（木）
高校生国際シンポジウム発表（鹿児島県宝山ホー
ル）

3．創造的教育方法実践プログラム実施報告書（本文）
（１）創造的教育方法実践プログラムの内容

①韓国ソジョン高校との共同研究

1 本プログラムに係る目的

　高校教員が国内外の研究者等と自由に協働で
きる連携協力体制を構築する取組の一環として、
韓国のソジョン高校との共同研究事業を通して、
地球規模の諸問題に取り組むグローバルリー
ダーの育成を目指す。

2 本プログラムの活動報告

〇令和５年３月２９日（水）
韓国教育開発院（KEDI）とのオンライン協議
〇令和５年４月２８日（金）
韓国ソジョン高校とのオンライン研究
〇令和５年５月１７日（水）
韓国教育開発院Kwon氏による日韓合同オンライン
研修会
〇令和５年７月１１日（火）～１４日（金）
韓国ソジョン高校へ訪韓研修
・ソジョン高校での共同研究
・学校交流会（ソジョン高校文化祭への参加）
・地域文化歴史探訪（鐘博物館、版画美術館など）
・韓国教育開発院への訪問

〇令和５年夏季休業期間
生徒間でオンライン共同研究
〇令和５年１１月１５日（水）
韓国教育開発院Kwon氏による日韓合同オンライン
研修会
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3

1. Googleクラスルーム、LINEオープンチャットによ
る情報共有
対象生徒：第２学年１４名
Googleクラスルームを用いて連絡事項を配信した。
また、LINEのオープンチャット機能を用いること
で、個人のアカウント情報を守りながら、教員と
生徒間におけるスマートフォンでの円滑な連絡を
可能とした。
2.チャットワークによる情報交換
アプリケーション「チャットワーク」を活用するこ
とで、韓国ソジョン高校の教員及び韓国教育開発
院のKwon氏との円滑な情報交換・共有を行っ
た。日本語・韓国語・英語の３か国語の同時翻訳
アカウントを作成し、グループ内に取り入れた。日
本語と韓国語のみの翻訳でなく、英語を加えること
で、翻訳の精度は高くなり、円滑な情報交換・共
有が実現した。

3. Google Meet・Zoomによるオンライン協議・研修
同時双方向型通信アプリケーションであるGoogle
MeetやZoomを用いて、オンラインによる協議や
研修を実施した。
4.外部資源を活用した探究活動例
（ア）韓国教育開発院Kwon氏によるオンライン

研修
（イ）OVER THE RAINBOW代表　荒牧明楽氏への

Zoomインタビュー
（ウ）弁護士八木大和氏・柏熊志薫氏へのZoom

インタビュー
（エ）九州大学大学院　閔楽平氏による研究要綱の

添削
（オ）九州大学大学院　人間環境学研究院　教育学

部門　教授　元兼正浩氏による講話

4 高校生国際シンポジウムでの発表

　令和６年２月２１日（水）・２２日（木）に鹿児島県
宝山ホールで開催された第９回高校生国際シンポジ
ウムに２年生２名の生徒が選考を通過し、出場した。

　大会に参加した２名は、審査員の先生方からの厳
しい質問に苦労しながらも、「この研究をできれば続
けたい。今日、指摘された部分をさらに深めてより
良いものに仕上げたい。」と、将来につながる探究活動・
研究活動への意欲を示した。

 岩本さん

『医療分野における
「言葉の壁」問題』

 凱令さん

『日本と韓国における

グローバルサプライ
チェーンの構築』

糸高プラットフォームを活用した実践例

5
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외국인 환자가 인지하는 의료서비스 품질과 만족도에 대한 체계적

문헌고찰

정효담

세이노의 가르침 피보다 진하게 살아라 세이노

원씽

역행자 자청

도시와 그 불확실한 벽 무라카미 하루키

불편한 편의점 김호연

도둑맞은 집중력 요한 하리

김미경의 마흔 수업 김미경

문과 남자의 과학 공부 유시민

구의 증명 최진영

사장학개론 김승호

교보 문고

년 연간 베스트셀러 동향
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우 수진 이 유근 김 가영

김 나형 박 서현

신유진 이다현 임지민
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전현진 채윤서

강해인 정서아
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